






④ニホンザルの対策については、特定鳥獣保護管理計画（ニホンザル）に基づき実施する追い払い活動

への支援を引き続き行うとともに、ニホンザルに効果の高い侵入防止柵「おじろ用心棒」やニホンザ

ルの接近情報に基づく追い払い対策の普及、これまでに開発した大量捕獲技術を活用した適正な捕獲

などにより被害を減少させます。また、引き続き、ニホンザルの捕獲に有効と考えられるシャープシ

ューティングなどの研究に取り組みます。 

⑤ＩＣＴを用いて一元管理した複数の大量捕獲わなとサル接近センサーなどにより、計画的な追い払い

や捕獲を実施するとともに、捕獲後の利活用にまでつなげる一貫体系技術を確立し、広域においてニ

ホンザルなどの被害が減少するモデルの構築に取り組みます。 

⑥市町等が行う捕獲活動や各捕獲隊等の活動体制強化の支援を継続するとともに、「獣害対策カルテ」

や「捕獲促進プラン」を活用し、地域との連携を促進しながら地域の捕獲力強化を支援します。また、

捕獲後の処分体制について、市町や企業等と連携して行った現地実証の結果も踏まえ、効果的な技術

の確立と普及につなげていきます。 

⑦鳥獣保護法の改正に伴い策定する鳥獣保護管理事業計画に基づき、県による捕獲等事業を実施します。

わなによる狩猟および有害鳥獣捕獲の適正な実施および安全性を確保するため、標識の設置等に対し

支援を行います。 

⑧引き続き、行政境界での広域連携によるシカ及びイノシシの一斉捕獲の実施を支援するほか、市町内

における共同捕獲体制や集落における捕獲体制などの構築を、市町や猟友会と連携しながら拡充しま

す。 

⑨捕獲者の増加を図るため、猟友会と連携し、狩猟免許取得促進のためのＰＲ等に取り組むとともに、

狩猟免許更新講習対象者に対し通知文書の発出を行うなど、狩猟免許所持者の確保に努めます。 

⑩カワウによる漁業被害の軽減に努めるため、継続して内水面漁協が行う銃器による捕獲や、案山子や

花火等を使用した飛来防止対策等を支援するとともに、全国一斉対策の取組への参加を促していきま

す。 

⑪安全で高品質な獣肉の安定的な供給を図るため、「『みえジビエ』品質・衛生管理マニュアル」を遵守

した解体処理施設の整備等を引き続き推進します。 

⑫安全性や品質が確保された獣肉を提供する販売事業者等であることを証明する「みえジビエ登録制

度」の普及啓発を行い、登録事業者を増やすとともに、「みえジビエ協議会（仮称）」の運営に対する

支援に取り組みます。 

⑬獣肉等の需要を拡大するため、企業と連携した新商品の開発・販売や首都圏営業拠点「三重テラス」

等を活用した首都圏での販売促進、料理教室の開催等による「みえジビエ」の普及啓発に取り組みま

す。 

⑭引き続き、「みえフードイノベーション・ネットワーク」を活用した企業等とのマッチングにより、

獣肉等の需要拡大に向けた新商品の開発等に取り組んでいきます。 

⑮森林再生による野生鳥獣の生息環境創出事業については、計画に基づく整備を着実に進めるとともに、

今後各地域において自主的な取り組みが広がるよう、事業実施後に行った被害軽減に関するアンケー

ト結果や生息数調査（糞塊調査）等を活用して事業効果をＰＲしていきます。 

 

 

 

 

 




